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来年１２月には最先端の重粒子線治療も
神奈川県立がんセンター新病院が１周年

　重粒子線治療は「切ら
ずに根治させる」治療の代
表的なものでがん患者の生活

の質を維持・向上させることができるす
ばらしい治療です。県立がんセンターで
は、重粒子線治療装置導入5年後（平成
31年）には治療患者数を660人と想定
しています。しかし、高額な治療費が全
額自己負担となることや治療を行う医
学物理士の人材確保・養成が課題です。

11月5日は「津波防災の日」です。津波が発生したときにどこに避難する
のか、自宅や職場の近くの避難場所や避難経路を事前に確認し、より高い
所へ避難して下さい。

がんは人間が進化する中で病の種を人体に植え込んできたもので、自然界の動物にはほとんど見られないといい
ます。ひところ「不治の病」と恐れられもしてきましたが、医療の発達で今では「がん全体では６割、早期発見なら９割
が治る時代」になったと言います。しかし日本人にとって国民病といえる厄介な病であることに変わりはありません。
２人に１人が患者となり、年間全死亡者（約１２０万人）の３人に１人ががんで命を落としている状況です。近年、再発
や転移の原因が、がん細胞に隠れているがん幹細胞によって引き起こされていることが分かり、この根絶法などさま
ざまな研究が進められています。
こうした中で神奈川県内のがんの拠点病院と位置づけられている県立がんセンター（横浜市旭区中尾２丁目）に
ついて県では、旧来の老朽化した施設を建て直し、昨年１１月、設備、診療内容ともにぐんと充実した新しい病院を開
院させました。新たに漢方サポートセンターを設置し、漢方診療・相談、栄養サポート、東洋医学への理解促進講座な
どを行っています。そして新病院の目玉は最先端治療法の重粒子線治療の施設・設
備が新設されたことで、来年１２月の治療開始を目指して準備が進められています。

同センターの歴史と新病院 １９６３年、現在地に県立成人病センターとして設置
された施設が１９８６年、がん専門病院の県立がんセンターになった。２０１３年開院し
た新病院は地下１階地上７階建ての病院棟、５階建ての管理研究棟、地下１階地上
２階建ての重粒子線治療施設からなり、外来診察室が３２室から５６室に、手術室が
７室から１２室に増やされるなど施設、設備、治療内容とも拡充
された。新病院にするための事業費は約６６１億円かかった。

重粒子線治療 主ながん治療には外科手術、放射線治療、化
学療法があるが重粒子線治療はＸ線などとともに放射線治療の
一つ。炭素イオンを光の速さの７０％のスピードでがんに照射す
るもので、体の深い所にあるがんをピンポイント照射するため
周りの正常な細胞を傷つけにくく、副作用が少なくなる。がん殺
傷能力が強いためこれまでの他の放射線治療では効きにくかっ
た肉腫などの難治性がんにも効く。ただ広範な転移のあるがん、
血液がんなど照射場所が定まらないものは治療の対象にならな
い。同センターの施設は全国で５番目。同治療の料金はどの施
設でもほぼ３００万円となっており、健康保険の適用外のため高
額となる。今のところ民間の医療保険に特約を付けて備えるの
が一般的のようだ。
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ＪＲ根岸線の（桜木町～磯子）間が、昭和３９（１９６４）年５月に開
通し、今年５０周年を迎えましたが、根岸線が誕生する昭和３９年以

前は、横浜～桜木町間で東海道本線の枝線でしかありませんでした。
桜木町から西の当初の延伸計画は現行とは異なり、大岡川沿いに南区蒔田から保土ヶ谷方面に向い、東海

道線と並行し、大船駅に到達する予定でしたが、大正１２年の関東大震災により工事は頓挫し、計画そのものも
廃止となりました。
昭和１１（１９３６）年横浜市は鉄道省に対し、東京・桜木町間の鉄道を横浜市芝生町（根岸）迄延伸するよう請

願書を提出し、同年の鉄道会議に於いて桜木町～北鎌倉に至る鉄道が予定線に挙げられました。しかし、昭和
１２（１９３７）年日中戦争が勃発し、延伸予定線は戦時輸送との関連性が低いと見なされ建設は中止とされました。
終戦後の昭和２７（１９52）年連合軍との講話条約が成立すると、アメリカ軍に接収されていた地域や施設の

接収解除が始まるようになり、横浜市も中断されていた桜大線(おうだいせん)（桜木町～大船）の計画の再開
を旧国鉄に陳情しました。昭和３１（１９５６）年に鉄道建設審議会で桜大線建設が承認され、その後運輸大臣
の許可を経て昭和３４年（１９５９）年着工、昭和３９（１９６４）年５月に桜木町～磯子
間が開通しました。その後、４５年（１９７０）４月に磯子～洋光台間、４８年（１９７３）４
月に洋光台～大船間が開通し、晴れて「根岸線全線開通」となりました。
桜木町駅～本郷台駅間の利用客は、一日あたり３１５,２５１人に上ります。
（２０１３年調べ）　　　　　　　　　　　　　　　　参考資料：横浜の鉄道物語

手話を言語と位置づけ普
及を進める「神奈川県手話
言語条例（仮称）」を12月
定例会に議員提案するため
のプロジェクトチームの一
員として、条例制定に取り
組んでいます。

9月29日（月）、10月1日
（水）所属する厚生常任委員
会が開催され、右記について
質疑をおこないました。

●「神奈川県薬物の濫用防止に関する条例（仮称）」素案について
●「県立汐見台病院の移譲」について
●「休日夜間急患診療所等への運営費補助」について
●「新たな財政支援制度」について
●「市町村国民健康保険運営の都道府県移管」について
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ＪＲ根岸線の（桜木町～磯子）間が、昭和３９（１９６４）年５月に開
通し、今年５０周年を迎えましたが、根岸線が誕生する昭和３９年以

前は、横浜～桜木町間で東海道本線の枝線でしかありませんでした。
桜木町から西の当初の延伸計画は現行とは異なり、大岡川沿いに南区蒔田から保土ヶ谷方面に向い、東海
道線と並行し、大船駅に到達する予定でしたが、大正１２年の関東大震災により工事は頓挫し、計画そのものも
廃止となりました。
昭和１１（１９３６）年横浜市は鉄道省に対し、東京・桜木町間の鉄道を横浜市芝生町（根岸）迄延伸するよう請

願書を提出し、同年の鉄道会議に於いて桜木町～北鎌倉に至る鉄道が予定線に挙げられました。しかし、昭和
１２（１９３７）年日中戦争が勃発し、延伸予定線は戦時輸送との関連性が低いと見なされ建設は中止とされました。
終戦後の昭和２７（１９52）年連合軍との講話条約が成立すると、アメリカ軍に接収されていた地域や施設の

接収解除が始まるようになり、横浜市も中断されていた桜大線(おうだいせん)（桜木町～大船）の計画の再開
を旧国鉄に陳情しました。昭和３１（１９５６）年に鉄道建設審議会で桜大線建設が承認され、その後運輸大臣
の許可を経て昭和３４年（１９５９）年着工、昭和３９（１９６４）年５月に桜木町～磯子
間が開通しました。その後、４５年（１９７０）４月に磯子～洋光台間、４８年（１９７３）４
月に洋光台～大船間が開通し、晴れて「根岸線全線開通」となりました。
桜木町駅～本郷台駅間の利用客は、一日あたり３１５,２５１人に上ります。
（２０１３年調べ）　　　　　　　　　　　　　　　　参考資料：横浜の鉄道物語

手話を言語と位置づけ普
及を進める「神奈川県手話
言語条例（仮称）」を12月
定例会に議員提案するため
のプロジェクトチームの一
員として、条例制定に取り
組んでいます。

9月29日（月）、10月1日
（水）所属する厚生常任委員
会が開催され、右記について
質疑をおこないました。

●「神奈川県薬物の濫用防止に関する条例（仮称）」素案について
●「県立汐見台病院の移譲」について
●「休日夜間急患診療所等への運営費補助」について
●「新たな財政支援制度」について
●「市町村国民健康保険運営の都道府県移管」について
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